
平成３０年度 

豊田市男女共同参画社会に関する 

意識調査報告書 
 

 

調査の目的 

本調査は、「第 3 次とよた男女共同参画プラン（クローバープランⅢ：平成２７～３１年

度）」の計画期間終了（平成３１年度）に伴い、家庭、地域、職場などにおける男女共同参

画に関する意識や男女の平等・社会参加の実態を調査したものです。本調査と過去の意識

調査を比較・検証し、新プラン策定の基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

調査の方法 

 市 民 ア ン ケ ー ト  事 業 所 ア ン ケ ー ト  

対 象  
豊田市在住の 18 歳以上の男女 

各 2,000 人（無作為抽出） 

豊田市内の 

従業員数 300 人以下の 300 事業所 

調 査 手 法  郵送配布・郵送回収 郵送配布・郵送回収 

調 査 期 間  平成 30 年 11 月 30 日～12 月 18 日 平成 30 年 11 月 30 日～12 月 21 日 

回 収 結 果  1,268 人（31.7％） 100 事業所（33.3％） 

※図中の％の値は、少数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 

回答者の属性（市民アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の属性（事業所アンケート） 

 

主な業種 

製造業        

建設業 

サービス業    

卸売・小売業  

37.0％ 

15.0％ 

11.0％ 

10.0％ 

従業員数 

(事業所) 

50 人以下 

51～100 人 

100 人以上 

45.0％ 

28.0％ 

26.0％ 

女性従業

員比率 

2 割未満 

2～4 割未満 

 4 割以上 

32.0％ 

30.0％ 

36.0％ 

 概要版 

女性

55.9%

男性

42.7%

不明・無回答

1.4%

（N=1,268）

2.7%

12.5%

15.0%

17.8%

20.3%

19.8%

10.4%

1.4%

18・19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答 （N=1,268）

結婚している

（内縁を含む）

72.9%

結婚していない

19.2%

結婚していたが、

離婚・死別した

6.5%

その他 0.2%

不明・無回答

1.2%

（N=1,268）

勤めている

65.5%

勤めていない

29.4%

その他 1.8%

不明・無回答

3.3%

（N=1,268）

●回答者の性別 ●回答者の年齢 

平成 31 年 3 月 豊田市 

●婚姻 ●就業 
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男女の平等観と実態 

 

 

家庭生活、職場、地域社会における、男女の平等観について経年で比較すると、前回調査までは、「家

庭生活」、「地域社会」について「平等である」との回答の割合が高まる傾向にありましたが、今回の調

査では、「男性の方が優遇されている」との回答が、「家庭生活」では 8.4 ポイント、「職場」では 3.0 ポ

イント、「地域社会」では 6.3 ポイントといずれも増加しています。これを男女別にみると、男性の意

識にあまり変化がない一方で、女性は男性が優遇されていると感じている人が増えてきており、男女間

での意識の差が広がっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

●家庭生活、職場、地域社会における男女の平等観（経年比較） 

１ 

１ 家庭、職場、地域における男女の平等観 

●男性優遇度の推移（男女の平等観を点数化） 

60.8 

55.5 

44.9 

39.7 

48.1 

68.0 

64.1 

52.0 

56.0 

59.0 

60.2 

56.1 

50.5 

45.4 

51.7 

21.2 

24.9 

27.2 

31.4 

25.9 

9.7 

12.9 

17.4 

16.6 

17.2 

18.1 

19.7 

19.1 

23.9 

23.8 

5.2 

6.2 

9.2 

10.0 

9.9 

7.7 

8.7 

11.0 

11.2 

10.6 

4.5 

6.1 

6.8 

6.8 

6.2 

9.7 

11.0 

15.0 

14.5 

12.5 

8.2 

7.8 

10.5 

9.5 

7.0 

9.6 

11.1 

15.2 

14.6 

9.9 

3.2 

2.4 

3.8 

4.4 

3.7 

6.3 

6.5 

9.1 

6.8 

6.3 

7.7 

7.1 

8.3 

9.3 

8.4 

0% 50% 100%

【家庭生活】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,483）

平成20年度（N=1,515）

平成25年度（N=1,365）

平成30年度（N=1,248）

【職場】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,470）

平成20年度（N=1,481）

平成25年度（N=1,340）

平成30年度（N=1,247）

【地域社会】

平成10年度（N=1,733）

平成15年度（N=1,472）

平成20年度（N=1,493）

平成25年度（N=1,353）

平成30年度（N=1,248）

男性の方が優遇されている 平等である 女性の方が優遇されている どちらともいえない わからない

※「男性の方が優遇されている」とは、「男性の方が優遇されている」「男性の方がやや優遇されている」と回答した人の合計 

「女性の方が優遇されている」とは、「女性の方が優遇されている」「女性の方がやや優遇されている」と回答した人の合計 

「男性の方が優

遇されている」

の割合が増加し

ています。 

※各選択肢を点数化し、加重平均を算出したもの。点数は「男性の方が優遇されている」２点、「男性の方がやや優遇されている」１点、

「平等である」０点、「女性の方がやや優遇されている」－１点、「女性の方が優遇されている」－２点。０点に近いほど男女平等。 

※全国…平成 28 年度男女共同参画に関する世論調査（内閣府） 

女性と男性の意識の差が拡大しています。 

0.24 0.27 

0.45 

0.23 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

H20 H25 H30 全国H28

＜家庭生活＞

女性 男性 差

0.27 0.27 
0.33 

0.09 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

H20 H25 H30 全国H28

＜職場＞

女性 男性 差

0.22 0.24 
0.30 

0.10 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

H20 H25 H30 全国H28

＜地域社会＞

女性 男性 差

（N=709） （N=541） （N=709） （N=541） （N=709） （N=541）

男女平等 

男性優遇 
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71.3 

63.1 

55.0 

28.2 

18.3 

1.2 

13.6 

0.1 

1.3 

26.1 

25.6 

20.5 

35.4 

31.3 

45.2 

1.0 

1.8 

8.0 

38.1 

9.7 

0.9 

1.0 

1.5 

1.1 

0.6 

0% 50% 100%

21.9 

34.7 

12.5 

6.9 

1.6 

0.2 

5.0 

0.1 

0.6 

11.6 

74.6 

53.8 

83.5 

84.9 

80.5 

1.8 

4.3 

1.8 

5.9 

4.3 

1.4 

2.2 

2.1 

1.7 

2.0 

0% 50% 100%

家事全般（食事、洗濯、掃除等）

家計の管理

子育て全般

老親などの世話・介護

地域活動への参加

＜現状＞＜理想＞ （N=1,268） （N=924）

主に妻が行うのがよい（行う） 主に夫が行うのがよい（行う） 共同で行うのがよい（行う）

その他 不明・無回答

 

 

男女の関わり方に関する考え方と行動を男女別でみると、「子育ては女性も男性も協力して行う」につ

いて、「賛成」が男女ともに９割を超え最も多くなっています。そのほか、女性では「男性も家事をきちん

とする」が 93.1％、「結婚してもそれぞれ自分名義の財産を持つ」が 84.6％、男性では「女性も積極的に

地域活動に参加する」が 84.8％、「男性も家事をきちんとする」が 81.7％と多くなっています。また、考

え方と行動の差が大きい項目を見ると、女性では「男性の家事」「子育ての男女の協力」の順に、男性では

「子育ての男女の協力」「女性の地域活動」の順に、差があるという結果となっています。 

また、全国、愛知県と比較すると、豊田市では「男は仕事・女は家庭」という考え方に「反対」であ

る割合が高く、男女共同参画に関する意識は高い状況であると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫婦の役割分担の理想と現状について、「理想」では全ての項目で、「共同で行うのがよい」という回

答が最も多くなっていますが、「現状」では、「共同で行う」との回答は全ての項目で減少し、特に家事

や家計の管理、子育てでは「主に妻が行う」という回答が多く、妻の負担が大きい状況になっています。 

 

 

 

 

 

  

２  

●家庭における夫婦の役割分担について 

●男女の関わりに関する考え方と行動 

●「男は仕事・女は家庭」についての考え方 

３  

25.5%

36.5%

40.5%

66.6%

46.8%

54.3%

7.9%

16.7%

5.1%

0% 50% 100%

豊田市（N=1,261）

愛知県（N=1,393）

全 国（N=3,059）

賛成 反対 わからない

※「賛成」とは、「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答した人の合計 

「反対」とは、「反対」「どちらかといえば反対」と回答した人の合計 

※不明・無回答を除く 

※愛知県…平成 29 年度県政世論調査（愛知県） 

※全 国…平成 28 年度男女共同参画に関する世論調査（内閣府） 

豊田市では「反対」の割合が全国や愛知県

より高くなっています。 

「主に妻が行う」割合が特に高くなっています。 

93.1%

81.7%

67.5%

73.6%

84.8%

34.6%

50.5%

50.7%

43.6%

46.0%

46.4%

42.0%

＜男性＞（N=541）

97.4%

93.1%

84.6%

83.6%

78.4%

18.2%

39.4%

30.9%

49.5%

56.5%

51.2%

36.9%

賛成 そうしている

（N=709）＜女性＞

子育ては女性も男性も協力して行う

男性も家事をきちんとする

結婚してもそれぞれ自分名義の財産を持つ

女性も積極的に仕事をする

「男は仕事・女は家庭」という考えをもつ

女性も積極的に地域活動に参加する

考え方と行動の差が

大きくなっています。 
※「賛成」とは、「賛成」「どちらかといえば賛成」と回答した人の合計 

「そうしている」とは、「そうしている」「どちらかといえばそうしている」と回答した人の合計 
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地域活動における男女の役割分担について「そうしている」との回答は、「地域活動は男性が取り仕切

る」が 45.6％、「自治区の集会の時には、女性がお茶くみや片づけをしている」が 39.9％となってお

り、固定的な性別役割分担が残っている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家事や子育て、地域活動などへの男性の積極的な参加のために必要なことについて、「夫婦や家族間

でのコミュニケーションをよくはかること」が 66.3％、「職場における上司や周囲の理解を進めること」

が 64.5％、「男性自身の抵抗感をなくすこと」が 59.0％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

●地域活動の現状（「そうしている」の割合） 

●男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこと（複数回答） 

４  

５ 男性が家事や子育て、地域活動等に積極的に参加するために 

66.3%

64.5%

59.0%

48.7%

44.3%

40.5%

25.6%

22.7%

21.1%

2.9%

2.3%

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

職場における上司や周囲の理解を進めること

男性自身の抵抗感をなくすこと

男性による家事・育児に対する社会の評価を高めること

多様な働き方を普及させ、仕事以外の時間を多くすること

夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること

女性の抵抗感をなくすこと

仲間（ネットワーク）づくりを進めること

啓発や情報提供、相談窓口の設置、技能の研修

その他

特に必要なことはない （N=1,268）

45.6%

39.9%

34.1%

28.4%

27.1%

20.7%

16.8%

15.4%

地域活動は男性が取り仕切る

自治区の集会の時には、女性がお茶くみや片づけをしている

催し物の企画などは主に男性が決定する

女性は役職につきたがらない

自治区の集会では、男性が上座に座る

自治区の組長などの登録は男性(夫)だが、

実際は女性(妻)が出席することが多い

女性が発言することは少ない

実質的な活動はほとんど女性が参加する （N=1,268）

固定的な性別役割分担が残っています。 
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37.5 

49.7 

1.3 

9.1 

16.8 

5.4 

13.7 

2.8 

11.0 

12.8 

6.3 

8.5 

13.4 

11.8 

0% 50% 100%

女性

（N=709）

男性

（N=541）

28.2 

39.6 

2.7 

10.4 

31.5 

13.3 

7.5 

2.8 

6.1 

8.3 

12.6 

12.4 

11.6 

13.3 

0% 50% 100%

＜仕事と介護＞＜仕事と育児＞ できるだけ両立したい

配偶者・親族に任せて、仕事を続けたい

仕事は続けたいが、直面する状況に

なったら仕事を辞めるしかない

今後、育児・介護が必要となる該当者がいない

仕事より優先するので、仕事を辞める

わからない

不明・無回答

1.2 

1.2 

0.7 

10.0 

7.3 

4.5 

9.3 

9.5 

5.9 

55.2 

49.9 

45.0 

18.2 

26.7 

36.8 

6.0 

5.4 

7.1 

0% 50% 100%

平成20年度

（N=1,460）

平成25年度

（N=1,338）

平成30年度

（N=1,212）

女性は仕事を持たなくてもよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

その他

 

職場における男女平等、ワーク・ワイフ・バランス 

 

 

女性が仕事を持つことへの考えについては、

「子どもができたら仕事をやめ、大きくなった

ら再び仕事を持つ方がよい」への回答が最も多

いものの、その割合は低下しつつあります。代

わりに「子どもができても、ずっと働き続ける

方がよい」という回答が前回調査から約 10 ポ

イント増えており、継続して働くことを望む意

識が高まっています。 

 

 

 

 

職場での男女による待遇や仕事の違いにつ

いては、「違いはない」が前回調査から 8.4 ポ

イント増の約 4 割となっており、男女平等な職

場環境に改善されてきていることがわかりま

す。 

 

 

  

事業所における女性従業員の就労の傾向に

ついては、「結婚・出産にかかわらず働き続ける

ことが一般的」との回答が６割を占め、前回調

査よりも大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

仕事と育児・介護の両立についての考えは、「できるだけ両立したい」という割合が男女ともに高いで

すが、女性は男性よりもその割合は低く、かつ「仕事は続けたいが、直面する状況になったら仕事を辞

めるしかない」が男性よりも高くなっています。特に介護ではその傾向が強いです。男性も育児より介

護に直面した時の方が仕事を辞めるしかないと考える割合が高くなっています。 

   

50.6 

48.5 

38.8 

19.8 

19.3 

20.5 

29.6 

32.3 

40.7 

0% 50% 100%

平成20年度

（N=915）

平成25年度

（N=800）

平成30年度

（N=757）

違いがある わからない 違いはない

１  

２ 

●女性が仕事を持つことについての考え 

●仕事と育児・介護の両立の考え 

４  

２ 男女の待遇や仕事の違い ●性別による職場での違いの有無 

３ 
事業所における状況 

 

●事業所における女性従業員の就労の傾向（２つ回答） 

36.3%

19.9%

27.4%

9.6%

30.8%

60.0%

6.0%

15.0%

15.0%

26.0%

結婚・出産にかかわらず

働き続けることが一般的

結婚を機に退職

出産を機に退職

出産を機に退職し、育児や

介護が一段落したら復職する

女性の従業員が少なく

何とも言えない

平成23年度（N=146） 平成30年度（N=100）
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76.2

95.7 98.3
89.7

83.2

3.0 4.9 

24.1 

5.1 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H18 H23 H30

女性（豊田市） 女性（全国）

男性（豊田市） 男性（全国）

平成18年度 平成23年度 平成30年度

（女性（豊田市）…平成18年度：N=88、平成23年度：N=140、平成30年度：N=97）
（男性（豊田市）…平成18年度：N=82、平成23年度：N=134、平成30年度：N=94）

※全国…平成29年度雇用均等基本調査（厚生労働省）

3人以上 1～2人 0人 不明・無回答

0.0

1.0

4.1

6.0

92.5

93.0

3.4

0.0

0% 50% 100%

平成23年度

平成30年度

（平成23年度：N=146、平成30年度：N=100）

＜男性＞

＜女性＞

0.0

0.0

1.4

3.0

94.5

95.0

4.1

2.0

0% 50% 100%

平成23年度

平成30年度

 

 

年次有給休暇取得率は、全体で 54.3％、うち

女性で 68.3％となっており、ともに全国平均

を上回っています。 

育児休業取得率は、女性は 98.3％とほぼ全

員が取得し、男性は 24.1％と近年増加してい

ます。介護休業の取得についても、人数は少な

いものの前回調査から増加しています。 

休暇等の取得状況は望ましい方向に進んで

いると言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所のワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組としては、「総労働時間の短縮」「ノー残業デ

ーを設定」「勤務時間・制度の柔軟化」などの長時間労働の是正や「職場の風土づくり・意識の改善」が

よく取り組まれています。 

一方で、課題としては、「同僚や同じ職場の人の負担が大きくなってしまう」「業務が、個人の知識や

技術に頼ることが大きい」など業務の分担や割り振りへの回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●ワーク・ライフ・バランス推進のための取組 

（複数回答） 

●ワーク・ライフ・バランス支援を進める上での課題 

（複数回答） 

●年次有給休暇取得率 

５ 
事業所における状況 

 

●育児休業取得率 ●介護休業取得者数 

54.3%

68.3%

51.1%

57.0%

全体

女性

豊田市 全国
（豊田市…全体：N=73、女性のみ：N=70）

※全国…平成 30 年就労条件総合調査（厚生労働省） 

６ 
事業所における状況 

 

41.0%

34.0%

33.0%

32.0%

20.0%

18.0%

16.0%

15.0%

44.0%

44.0%

27.0%

26.0%

22.0%

21.0%

15.0%

7.0%

＜取組＞ ＜課題＞

同僚や同じ職場の人の負担

が大きくなってしまう

業務が、個人の知識や

技術に頼ることが大きい

仕事の量が多く、労働時間が長い

企業の経済的負担が大きくなりそう

経営者や管理職の理解が不十分である

同僚や同じ職場の人の理解が不十分である

法律や社内の制度が十分に知られていない

子どもの病気などのときに対応が難しい

総労働時間の短縮に取り組んでいる

ノー残業デーを設定している

勤務時間・制度の柔軟化に取り組んでいる

職場の風土づくり・意識の改善に取り組んでいる

特にしていない

一般事業主行動計画を策定している

未消化年休の利用を促進している

トップが率先して取り組んでいる

（N=100） （N=100）
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52.0%

40.0%

31.5%

30.0%

24.3%

18.2%

6.3%

市民や企業に対する周知啓発を行う

相談窓口を充実させ、その存在を周知する

教職員への研修などを行う

当事者や支援団体などを交えた意見交換会を行う

行政職員への研修などを行う

わからない

その他 （N=903）

 

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ） 

 

近年、ＬＧＢＴといった性の多様性が認められる社会への意識が高まっています。豊田市でも、今回

初めてＬＧＢＴに関する市民意識を調査しました。 

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）という言葉については、７割以上が「知っている」と回答し、高い認

知度を示しています。また、今の社会が、性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の方々が偏見や差別などで生

活しづらい社会だと思う割合（「思う」「どちらかと言えば思う」と回答した人の合計）も７割以上と高

い割合を示しています。 

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の方々が生活しやすくなる対策としては、「市民や企業に対する周知啓

発を行う」が 52.0％、「相談窓口を充実させ、その存在を周知する」が 40.0％となっており、理解の促

進と相談の対応が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

思う 30.1%

どちらかと言えば

思う

41.1%

どちらかと言えば思わない

6.3%

思わない 4.7%

わからない

15.8%

不明・無回答

2.0%

（N=1,268）

＜性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）とは＞ 

同性が好きな人や、自分の性に違和感を覚える人、または性同一性障がいなどの人々のこと。

性的少数者ともいいます。ＬＧＢＴはレズビアン（女性同性愛者）・ゲイ（男性同性愛者）・バイ

セクシュアル（両性愛者）・トランスジェンダー（心とからだの性が一致しない人）の頭文字を

とった言葉です。 

 

●性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の方々が生活しやすくなるためには（複数回答） 

●性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の方々が偏見や差

別などで生活しづらい社会だと思うか 

●性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）という

言葉の認知 

知っている

72.5%

知らない

26.3%

不明・無回答

1.2%

（N=1,268）

「知っている」 

72.5％ 

「生活しづらい 

 社会だと思う」 

71.2％ 



 

 

男女共同参画社会の実現に向けて重要と思う市の取組 

 

豊田市の男女共同参画社会の実現に向けて重要と思う取組としては、「要介護者を支える家庭への支

援体制」「保育サービスなど子育て支援の充実」への回答が多く、介護や子育てへの支援に関するニーズ

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識調査結果からわかる豊田市の現状 

◼ 家庭生活、職場、地域社会における男女の平等観では、前回調査（平成２５年度）と比べ「男性の

方が優遇されている」という回答が多くなっています。「男は仕事・女は家庭」という考え方に反対

である市民の割合は、全国と比較して高くなっています。一方、男女の関わりに関する考え方と行

動にはギャップがあります。 

 

◼ 女性の働き方については、仕事への積極性や継続した就労への意識が高くなるとともに、職場での

待遇や仕事の内容の男女差は小さくなっており、働く場の環境は改善されつつあります。しかし、

仕事と育児・介護との両立に直面した場合には、女性の方が離職を選択する傾向が見られます。 

 

◼ 偏見や差別などで性的マイノリティ（ＬＧＢＴ）の方々にとって生活しづらい社会だと思う人が多

くいます。 

 

 

 

 

 

４ 

●男女共同参画社会の実現に向けて重要と思う市の取組（５つ回答） 

43.1%

41.6%

32.5%

30.8%

28.1%

22.9%

21.8%

15.5%

15.1%

14.6%

要介護者を支える家庭への支援体制

保育サービスなど子育て支援の充実

職場における男女平等な環境づくり

離職中女性への再チャレンジ支援（就労・地域活動など）

ワーク・ライフ・バランスの理解促進（労働時間短縮、休暇制度の普及など）

家庭における男性の家事・育児参加の促進

高齢者の健康やいきがいづくりへの取組

男性の育児参加促進への取組（父親向け育児講座の開催など）

女性のさまざまな悩みを気軽に相談できる相談体制の充実

地域活動における男女共同参画の促進（不平等な役割分担をなくすなど） （N=1,268）

発行：キラッ☆とよた（とよた男女共同参画センター） 

〒471-0034 豊田市小坂本町 1-25 豊田産業文化センター2Ｆ 

TEL：0565-31-7780 FAX：0565-31-3270 

e-mail：clover@city. toyota .a ichi . jp  
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